拙政园日语导游词
尊敬する観光客であり、今日私达は来ますの蘇州クラシックの庭园の一つである拙政园だった。とても拙政园悠久の歴史だった。敷地78ムー、全园分東・中・西三部分には、明代の正德4年ぶりだ。不知火王献臣は晋代隐隐あたりが、参考の『周賦」にこんな一節がある。「たぶん浮云の志をかける室の苗木を逍遥していく。沼地だけでも十分に漁が钓り、春が税だけでも十分に代耕。灌県园かゆ,、供して膳、白羊酤酪农、口がきけない终伏バラの料。孝乎惟孝%、ウリィ銀行は兄弟,うとく拙者たちの為政なければなりません。」その王献臣「拙政と字をればこそ、园名シャウティングチキン、胸の郁愤だった。こんなきれいな环境を観光客たちに注意してください衛生、を清潔にしなければならない。
みなさんは、私たちが今は来ますの十景塘、皆さんを见たことが、満池ハス齐に開放して、大変美しかったあと皆さんはここで記念撮影をしている。これらは、花苞ハスならではの一部としてハスの花が盛りあがっている。小さな莲蓬ウシノケゲサ、はまだたくさんある新生えた芽だ。みなさんへの愛情がこれらの花を置き去りにして、向うにごみになります。
みなさんは、私たちが今は来ますのdisc园。校庭奇花异草discがたくさんのほかにも、いろいろな形の奇妙な石だった。ここの花柄は燈ですね!みんなに立つことができて,この石で写真を撮るのはというの全景。
みなさんは、今私达は来ますの拙政园の中で唯一のある廊桥——小さい飞虹だった。朱塗りの廊桥明鏡之水の中で水の上に波がやってくる飞虹だった。虹は、雨上がり後にまたがって大地の派手な原色の彩桥、古人は虹喻桥、底意が絶妙だった。水面とをつなぐだけではなく、陸地の通路を構成して橋を中心とした独特な景観は、精巧な廊桥だった。
よくなって、観光客たちが、今日私のガイド任務はこれで終わり、下をみんなに一時間、みんなに入ることができる拙政园で記念撮影をして、细せいだった。皆様の游んで遊んでいる。
